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論
文
要
旨

　

初
期
狩
野
派
が
初
め
て
手
掛
け
た
絵
巻
作
例
は
、
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
に

細
川
高
国
が
奉
納
し
た
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
で
あ
る
。
本
絵
巻
は
鞍
馬
寺
の

草
創
と
霊
験
を
主
題
と
し
、
奥
書
か
ら
細
川
高
国
が
奉
納
し
、
詞
書
を
青
蓮
院
尊

応
が
書
写
、
絵
を
狩
野
元
信
が
描
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原

本
が
失
わ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
は
欠
損
部
を
有
す
る
模
本
に
基
づ
い
て

考
察
さ
れ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
模
本
（
個
人
蔵
）
を
紹
介
す
る
（
以
下
、
個

人
蔵
本
と
称
す
）。
個
人
蔵
本
は
詞
書
と
絵
を
全
段
完
備
し
、
模
写
時
期
は
江
戸

時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
る
。
線
描
か
ら
著
彩
に
至
る
ま
で
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
、

優
れ
た
作
風
を
示
す
。
画
面
か
ら
は
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
の
制
作
段
階
に

お
い
て
、
初
期
狩
野
派
が
絵
巻
に
お
け
る
物
語
叙
述
の
過
渡
期
的
な
段
階
に
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
、
従
来
の
絵
巻
に
み
ら
れ
る
造
形
語
彙
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
度
見
出
さ
れ
た
個
人
蔵
本
は
狩
野
派
絵
巻
研
究
に
と
り
極
め
て
重
要
な
た

め
、
本
稿
に
て
資
料
解
題
及
び
全
段
の
詞
書
の
翻
刻
と
画
面
を
掲
載
す
る
こ
と
と

し
た
。

　キ
ー
ワ
ー
ド
【 

狩
野
元
信
、
鞍
馬
寺
（
鞍
馬
蓋
寺
）、
寺
社
縁
起
、
絵
巻
、
模

本
】

は
じ
め
に

　

室
町
後
期
、
絵
巻
を
手
が
け
る
絵
師
の
層
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
そ
の

主
た
る
担
い
手
は
土
佐
派
、
そ
し
て
狩
野
派
で
あ
る
。
一
五
世
紀
後
半
か
ら
活

動
が
確
認
さ
れ
る
狩
野
派
は
、
中
国
絵
画
の
技
法
と
主
題
に
基
づ
い
た
、
水
墨

画
や
著
色
画
を
主
に
描
き
、
当
時
の
呼
称
で
い
え
ば
「
唐
絵）1
（

」
と
呼
ば
れ
る
領

域
の
作
品
を
得
意
と
し
た
。
と
り
わ
け
、
狩
野
派
の
二
代
目
で
あ
る
狩
野
元
信

（
一
四
七
七
？
〜
一
五
五
九）2
（

）
は
、
や
ま
と
絵
が
得
意
と
し
た
領
域
へ
積
極
的

に
進
出
し
、
画
壇
で
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
絵
巻
の
制

作
や
中
世
や
ま
と
絵
の
金
屛
風
の
伝
統
を
引
継
く
金
碧
画
法
の
導
入
、
風
俗
画

や
歌
仙
絵
な
ど
の
や
ま
と
絵
の
主
題
で
あ
る）3
（

。
つ
ま
り
、
狩
野
派
に
と
っ
て
、

絵
巻
の
制
作
は
元
来
の
作
画
領
域
に
な
く
、
元
信
の
代
に
至
っ
て
始
め
た
も
の
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で
あ
っ
た
。
そ
の
記
念
す
べ
き
最
初
の
絵
巻
作
例
が
、
永
正
十
年
（
一
五
一

三
）、
細
川
高
国
（
一
四
八
四
│
一
五
三
一
）
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
「
鞍
馬

蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
細
川
高
国
が
奉
納
し
た
「
鞍
馬
蓋
寺

縁
起
絵
巻
」、
す
な
わ
ち
原
本
は
伝
来
の
過
程
で
失
わ
れ
、
現
存
し
な
い
。
現

在
は
、
詞
書
を
書
写
し
た
も
の
や
、
詞
書
と
絵
を
写
し
た
江
戸
期
の
模
本
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
が
原
本
の
奥
書
を
写
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も

「
詞
青
蓮
院
准
后
前
天
台
座
主

尊
應
八
十
三
歳

／
繪　

狩
野
大
炊
助
藤
原
元
信
／
右
鞍
馬
寺
縁
起
者

依
有
子
細
／
任　

尊
天
御
鬮
新
開
画
図
／
奉
寄
附
附
當
寺
／
永
正
十
年
癸
酉
六

月
日
／
右
京
大
夫
源
朝
臣
高
国
（
花
押
）」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
失
わ
れ
た

「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
は
、
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）、
詞
書
を
青
蓮
院

尊
応
（
一
四
三
二
│
一
五
一
四
）
が
書
写
し
、
絵
を
狩
野
元
信
（
一
四
七
六
？

│
一
五
五
九
）
が
描
き
、
細
川
高
国
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
は
、
奉
納
者
を
は
じ
め
、
制
作
に
関
わ
っ
た
人

物
が
判
明
す
る
貴
重
な
作
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
模
本
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
狩
野
派
絵
巻
の
画
風
分
析
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
を
抱
え
な
が
ら
、
先
行
研
究
で
は
現
存
す
る
江
戸
期
の
模

本
を
用
い
て
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
て

き
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
に
お
け
る
元
信

の
画
風
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
、
あ
く
ま
で
構
図
の
問
題
や
原

本
制
作
を
め
ぐ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討
な
ど
を
中
心
に
考
察
が
進
め
ら

れ
た）4
（

。
但
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
用
い
ら
れ
た
模
本
は
、
い
ず
れ
も
詞
書

と
絵
を
完
備
せ
ず
、
欠
落
部
分
を
他
本
に
よ
っ
て
補
い
な
が
ら
検
討
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。

　
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
に
つ
い
て
の
考
察
が
深
め
ら
れ
る
一
方
で
、

近
年
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
と
同
じ
く
鞍
馬
寺
の
縁
起
を
主
題
と
す
る
、

掛
幅
形
式
の
「
鞍
馬
寺
縁
起
絵
」
に
つ
い
て
も
、
模
本
を
用
い
た
分
析
が
報
告

さ
れ
、
さ
ら
に
、
新
た
な
模
本
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
ひ
と
つ
の
画
期
を
迎
え

て
い
る）5
（

。「
鞍
馬
寺
縁
起
絵
」
も
ま
た
、
現
在
模
本
の
み
が
現
存
す
る
掛
幅
縁

起
絵
で
、
そ
の
原
本
は
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半
頃
に
制
作
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
掛
幅
本
「
鞍
馬
寺
縁
起
絵
」
の
原
本
は
、
大
画
面
の
仏

教
説
話
画
か
ら
掛
幅
縁
起
絵
へ
の
展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
例
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
模
本
を
用
い
た
分
析
は
、
原
本
の
分
析
と
は
イ
コ
ー
ル
に

な
ら
ず
、
模
本
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
制
作
時
の
親
本
に
対
す
る
認
識
や
理
解
、

解
釈
等
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る）6
（

。
し
か
し

そ
れ
を
踏
ま
え
て
も
な
お
、
原
本
に
つ
い
て
の
あ
る
程
度
復
原
的
考
察
を
行
な

う
こ
と
は
、
一
定
の
意
義
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

こ
の
度
見
出
さ
れ
た
個
人
蔵
本
は
、
先
行
研
究
等
で
は
言
及
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
、
未
紹
介
の
も
の
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
全
段
の
詞
書
と
絵
を
有
す

る
こ
と
で
あ
る）7
（

。
完
本
の
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
模
本
は
極
め
て
貴
重
で
あ

り
、
将
来
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
本

稿
で
は
、
新
出
の
個
人
蔵
本
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」（
全
二
巻
）
に
つ
い
て
、

そ
の
重
要
性
か
ら
資
料
解
題
及
び
全
段
の
詞
書
翻
刻
と
図
版
を
掲
載
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
個
人
蔵
本
の
現
状
配
置
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
は
、

現
状
上
巻
第
○
段
、
現
状
下
巻
第
●
段
と
表
記
し
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
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（
全
三
巻
）
原
本
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
は
、
上
巻
第
□
段
、
中
巻
第
△
段
、

下
巻
第
▲
段
と
表
記
す
る
。

一　
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
に
つ
い
て

　

失
わ
れ
た
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
は
、
京
都
に
あ
る
鞍
馬
寺
の
縁
起

と
霊
験
譚
を
主
題
と
す
る
縁
起
絵
巻
で
、
三
巻
か
ら
な
る）8
（

。
詳
細
な
内
容
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

【
上
巻
】

　

宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）、
鑑
真
の
弟
子
で
あ
る
鑑
禎
が
、
夢
中
で
山
城
国
の

北
方
に
霊
地
が
あ
る
こ
と
を
見
て
、
尋
ね
て
い
っ
た
。
途
上
、
鑑
禎
が
野
宿
を

す
る
と
、
夢
中
に
ひ
と
り
の
僧
が
現
わ
れ
、
翌
朝
、
東
方
の
空
に
佳
瑞
を
示
す

と
告
げ
ら
れ
る
（
第
一
段
）。
翌
日
の
朝
、
鑑
禎
が
天
を
見
る
と
、
朝
日
が
峯

に
あ
た
り
、
通
常
と
は
異
な
る
光
を
放
っ
て
い
る
。
光
の
中
に
は
白
い
霊
馬
が

お
り
、
蓋
の
よ
う
に
空
中
に
留
ま
っ
た
。
鑑
禎
は
こ
の
白
馬
に
導
か
れ
、
山
頂

ま
で
至
り
勝
地
を
得
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
夜
、
悪
鬼
が
現
わ
れ
た
。
形
は
婦
女

の
よ
う
で
あ
り
、
髪
の
毛
は
夜
叉
の
如
く
、
眼
は
電
光
が
光
っ
た
よ
う
で
、
口

か
ら
は
毒
気
を
吐
い
た
。
鑑
禎
は
恐
れ
、
持
っ
て
い
た
錫
杖
で
応
戦
し
た
が
、

と
て
も
太
刀
打
ち
で
き
ず
、
朽
木
の
中
へ
逃
げ
隠
れ
た
。
悪
鬼
が
鑑
禎
を
食
べ

よ
う
と
し
た
と
き
、
鑑
禎
が
三
宝
を
念
ず
る
と
、
た
ち
ま
ち
朽
木
が
倒
れ
て
悪

鬼
を
倒
し
た
。
翌
朝
、
毘
沙
門
天
の
姿
が
出
現
し
た
。
こ
こ
に
鑑
禎
は
草
庵
を

建
て
た
（
第
二
段
）。
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
│
二
四
）、
藤
原
伊
勢
人
が
堂
舎
を

建
て
て
観
音
を
安
置
し
た
い
と
願
っ
た
。
夢
中
で
皇
城
の
北
崔
嵬
の
峰
を
示
さ

れ
、
そ
の
地
に
至
る
と
、
老
翁
の
姿
を
し
た
貴
布
弥
神
が
こ
の
霊
地
に
伽
藍
を

建
て
る
よ
う
告
げ
る
。
目
覚
め
た
伊
勢
人
は
中
国
の
白
馬
寺
建
立
の
伝
説
に
な

ら
っ
て
白
馬
を
放
つ
と
、
毘
沙
門
天
像
を
安
置
す
る
草
堂
に
た
ど
り
着
い
た

（
第
三
段
）。
伊
勢
人
は
、
自
分
が
深
く
信
仰
し
て
い
る
の
は
観
音
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
毘
沙
門
天
像
で
あ
る
の
で
不
安
に
思
っ
て
い
る
と
、

夢
告
で
観
音
と
毘
沙
門
は
本
地
同
一
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
伊
勢
人
は
こ
れ

を
受
け
て
、
大
き
な
堂
舎
を
立
て
、
千
手
観
音
を
造
り
、
毘
沙
門
天
像
の
隣
に

安
置
し
た
（
第
四
段
）。

【
中
巻
】

　

寛
平
年
間
（
八
八
九
│
九
八
）、
東
寺
の
十
禅
寺
峯
延
は
、
紫
雲
の
棚
引
く

山
が
北
に
あ
る
の
を
望
み
、
鞍
馬
寺
ま
で
至
り
止
住
す
る
。
氏
人
峯
直
は
峯
延

と
師
壇
の
契
り
を
結
び
、
雑
務
を
執
行
し
た
。
そ
の
年
の
五
月
、
峯
延
が
護
摩

を
修
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
蛇
が
現
わ
れ
、
峯
延
を
飲
み
込
も
う
と
し
た
が
、

大
威
徳
と
毘
沙
門
天
の
呪
に
よ
り
退
治
し
た
（
第
一
段
）。
三
日
後
、
こ
の
こ

と
を
峯
直
に
伝
え
る
と
、
峯
直
は
こ
れ
を
慶
び
、
公
家
に
奏
聞
し
た
。
人
夫
五

十
人
が
遣
わ
さ
れ
、
大
蛇
を
切
り
捨
て
て
静
原
山
に
捨
て
た
。
そ
の
峯
を
大
蟲

峯
と
い
う
（
第
二
段
）。
同
年
、
賀
茂
大
明
神
の
宣
託
に
よ
れ
ば
、
社
の
上
流

に
て
不
浄
の
事
が
多
く
あ
る
と
い
う
。
市
原
野
か
ら
鞍
馬
山
に
至
る
ま
で
に
は

四
十
九
院
も
の
堂
舎
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
僧
侶
た
ち
が
狼
藉
に
及
ん
で
い
た
の

で
あ
る
。
宣
旨
に
よ
り
こ
れ
ら
の
堂
舎
は
焼
き
払
わ
れ
、
鞍
馬
寺
も
焼
き
払
わ

れ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
雷
電
が
轟
き
、
大
地
が
揺
れ
て
、
士
卒
ら
は
逃
げ
帰
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っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
、
鞍
馬
寺
の
験
力
は
天
下
に
知
れ
渡
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
（
第
三
段
）。
鎮
守
府
に
藤
原
利
仁
と
い
う
人
が
い
た
。
武
勇
に
優
れ
た

将
帥
で
あ
っ
た
。
下
野
国
高
座
山
の
ほ
と
り
に
群
盗
が
集
ま
り
、
朝
廷
へ
の
雑

物
が
い
つ
も
奪
わ
れ
て
い
た
（
第
四
段
）。
公
家
は
こ
れ
に
つ
い
て
評
議
し
、

利
仁
に
討
伐
の
命
を
下
し
た
。
利
仁
は
鞍
馬
寺
の
毘
沙
門
天
の
加
護
を
祈
っ
た

と
こ
ろ
、
示
現
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
六
月
十
五
日
、
下
野
国
高
座
山
に
至
っ
た

が
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
橇
を
造
ら
せ
た
。
夜
に
な
っ
て
、
腹
心
の
武
士
に
雪

は
降
っ
た
か
と
尋
ね
た
が
、
晴
れ
て
い
る
と
答
え
た
た
め
、
利
仁
は
怒
っ
て
殺

し
て
し
ま
っ
た
（
第
五
段
）。
し
ば
ら
く
し
て
利
仁
は
、
他
の
武
士
に
天
気
を

問
う
と
、
雪
が
降
っ
て
い
る
と
答
え
た
。
夜
中
に
な
っ
て
、
雪
は
う
ず
高
く
積

も
っ
た
。
徐
々
に
雪
は
や
み
、
晴
れ
て
き
た
が
、
利
仁
が
謀
を
め
ぐ
ら
し
て
攻

め
る
と
、
賊
徒
は
積
も
っ
た
雪
の
た
め
動
け
ず
、
退
治
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

利
仁
は
そ
の
後
、
毘
沙
門
天
の
像
を
造
り
開
眼
供
養
に
あ
た
っ
て
、
身
に
着
け

て
い
た
剣
を
納
め
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
夢
告
が
あ
っ
て
毘
沙
門
天
が
言

う
こ
と
に
は
、
千
人
も
の
賊
徒
の
首
を
切
っ
た
あ
の
剣
を
納
め
よ
と
い
う
。
こ

れ
に
従
い
、
利
仁
は
そ
の
剣
を
毘
沙
門
天
像
に
施
入
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
兵
の

中
に
は
こ
の
剣
を
好
む
も
の
が
あ
り
、
夜
中
に
盗
も
う
と
し
た
が
、
剣
が
一
晩

中
昇
降
し
、
盗
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
毘
沙
門
天
像

は
剣
惜
天
王
と
も
い
う
（
第
六
段
）。

【
下
巻
】

　

長
い
間
治
ら
な
い
病
を
患
っ
て
い
た
者
が
七
日
の
間
意
識
不
明
の
状
態
で
あ

っ
た
が
、
毘
沙
門
天
の
威
徳
に
よ
っ
て
蘇
生
し
た
。
そ
の
七
年
後
、
教
光
法
師

と
い
う
人
物
が
鞍
馬
寺
の
地
相
を
見
て
、
こ
の
地
を
本
朝
第
一
の
勝
地
と
賞
し

た
（
第
一
段
）。
近
江
の
大
津
浦
に
い
た
白
馬
首
太
郎
が
、
鞍
馬
寺
で
盗
み
を

働
こ
う
と
し
た
。
鞍
馬
寺
の
坂
下
大
門
の
間
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
猛
火

が
生
じ
て
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
他
の
罪
に
よ
っ
て
禁
獄
さ

せ
ら
れ
た
（
第
二
段
）。
毘
沙
門
天
像
の
足
が
毎
朝
、
温
か
く
濡
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
住
僧
ら
は
、
そ
の
理
由
が
分
か
ら
ず
祈
念
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

毘
沙
門
天
の
示
現
が
あ
り
、
小
松
寺
の
吉
祥
天
の
と
こ
ろ
へ
通
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
の
後
、
ひ
そ
か
に
吉
祥
天
を
迎
え
宝
殿
内
に
安
置
し
た
と
こ

ろ
、
足
の
濡
れ
が
止
ん
だ
（
第
三
段
）。
藤
原
在
衡
が
延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）、

ま
だ
文
章
生
の
と
き
、
鞍
馬
寺
に
初
め
て
上
り
、
正
面
東
の
間
に
参
籠
し
た
。

傍
に
同
じ
く
参
籠
す
る
幼
童
が
い
た
。
幼
童
が
参
籠
を
終
え
た
時
、
在
衡
の
唱

え
た
咒
は
三
千
三
百
三
十
三
遍
に
及
ん
だ
。
そ
の
後
休
息
し
て
い
る
と
、
示
現

が
あ
り
、「
右
大
臣
に
至
る
」
と
告
げ
ら
れ
た
が
、
身
分
の
低
い
自
分
に
な
ぜ

そ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
か
と
在
衡
は
不
思
議
に
思
っ
た
（
第
四
段
）。
同
じ

く
延
喜
十
三
年
七
月
の
は
じ
め
、
寺
の
別
当
で
あ
る
峯
延
大
徳
は
、
文
章
生
の

藤
原
在
衡
と
師
壇
の
関
係
を
結
び
、
祈
念
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
。
峯
延
は
夢
告

に
よ
り
新
た
に
三
間
四
面
の
堂
舎
を
建
立
し
、
毘
沙
門
天
像
を
遷
座
し
た
。
こ

れ
が
今
の
東
の
堂
で
あ
る
。
他
に
鐘
楼
や
経
蔵
な
ど
を
造
立
し
た
が
、
そ
れ
ら

は
峯
延
の
時
の
も
の
で
、
在
衡
の
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
在
衡
は
さ
ら
に

洪
鐘
や
湯
釜
を
施
入
し
た
（
第
五
段
）。

375



新出の個人蔵「鞍馬蓋寺縁起絵巻」模本

（129）

二　
模
本
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
の
模
本
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

　

①
山
口
県
文
書
館
本
（
旧
清
末
毛
利
家
伝
来
、
以
下
、
山
口
県
本
と
称
す
）

　

山
口
県
文
書
館
が
所
蔵
す
る
も
の
で
、
現
在
折
本
の
状
態
で
あ
る
。
縦
三

九
㎝
弱
、
横
二
七
㎝
程
の
料
紙
を
継
ぐ
。
錯
簡
や
欠
損
部
分
も
あ
る
が
、
多

く
の
場
面
を
有
す
。
模
写
時
期
は
、
江
戸
中
期
か
ら
後
期
頃
と
推
定
さ
れ
る）9
（

。

　

②
松
本
氏
所
蔵
本
（
以
下
、
松
本
氏
本
と
称
す
）

　

松
本
寧
至
氏
が
所
蔵
す
る
模
本
で
、
上
巻
全
て
の
詞
と
絵
、
中
巻
第
一
段

か
ら
第
四
段
ま
で
の
詞
と
絵
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
法
量
は
、
縦
四
〇
㎝
、

全
長
二
二
ⅿ
。
模
写
時
期
は
、
江
戸
後
期
か
ら
末
期
頃
と
推
定
さ
れ
る）10
（

。

　

③
東
京
古
典
会
出
品
本

　

二
〇
〇
九
年
十
一
月
の
東
京
古
典
会
に
出
品
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
平
成

二
十
一
年
『
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
目
録
』
出
品
番
号
二
七
一
）。
上
巻
第

一
段
・
第
二
段
の
絵
と
詞
、
第
三
段
の
詞
ま
で
を
写
す
。

　

④
『
東
京
古
書
籍
・
古
書
画
資
料
目
録
』
第
十
一
号
掲
載
本

　

二
〇
一
〇
年
六
月
発
行
の
『
京
都
古
書
籍
・
古
書
画
資
料
目
録
』
第
十
一

号
に
掲
載
さ
れ
た
紙
本
著
色
の
一
巻
で
（
出
品
番
号
十
四
）、
江
戸
初
期
頃

の
写
し
と
さ
れ
る
。
上
巻
第
一
段
・
第
二
段
の
絵
と
詞
書
の
一
部
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
の
概
要
を
搔
い
摘
ん
で
述
べ
て
お
く
と
、
主
に
①
の
山
口
県
本
を

中
心
に
分
析
が
進
め
ら
れ
、
構
図
や
図
様
に
絵
巻
に
お
け
る
元
信
様
式
が
垣
間

見
え
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）11
（

。
と
り
わ
け
、
構
図
に
は
絵
巻
に
お
け
る
元
信
様

式
が
確
認
さ
れ
、「
釈
迦
堂
縁
起
絵
巻
」（
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）
制
作
）

な
ど
後
続
の
絵
巻
に
み
ら
れ
る
斜
線
構
図
の
萌
芽
的
要
素
が
看
取
さ
れ
る
と
い

う
。
樹
木
、
岩
、
霞
、
人
物
と
い
っ
た
個
別
モ
チ
ー
フ
は
、
現
存
す
る
元
信
系

絵
巻
作
例
の
表
現
に
連
な
り
、
人
物
表
現
で
は
、
元
信
系
絵
巻
で
み
ら
れ
る
独

特
の
人
物
表
現
を
示
す
こ
と
、
当
世
風
俗
で
統
一
さ
れ
る
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ

る
。

　

筆
者
も
ま
た
、
①
山
口
県
本
を
用
い
て
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
の
内

容
構
成
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
下
巻
に
鞍
馬
寺
や
周
辺
の
景
観
が
繰
り
返
し

描
か
れ
た
理
由
を
考
察
し
た
。
下
巻
は
い
ず
れ
の
段
も
鞍
馬
寺
（
も
し
く
は
鞍

馬
山
周
辺
）
を
描
く
こ
と
に
特
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起

絵
巻
」
原
本
よ
り
先
に
制
作
さ
れ
た
掛
幅
形
式
の
「
鞍
馬
寺
縁
起
絵
」
が
、
一

望
の
視
野
の
も
と
、
鞍
馬
寺
の
あ
る
鞍
馬
山
と
そ
の
周
辺
を
ま
な
ざ
す
こ
と
を

志
向
す
る
の
に
対
し
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
で
は
、「
絵
巻
」
と
い
う

形
式
に
景
観
を
分
割
し
て
配
置
さ
せ
る
方
式
で
、
観
者
を
鞍
馬
山
と
い
う
聖
地

に
至
ら
し
め
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
繰
り
返
し
寺
と
そ
の
周
辺
を
描
き
出
す
こ

と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
示
し
た）12
（

。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
鞍
馬
寺
の
縁
起
を
主
題
と
す
る
絵
画
作
例
は
掛
幅
形
式
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で
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
模
本
と
な
る
が
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
、
海

の
見
え
る
杜
美
術
館
所
蔵
本
が
知
ら
れ
る
。
国
会
図
書
館
所
蔵
本
は
、
縦
五

〇
・
六
㎝
の
巻
子
に
掛
幅
絵
の
縮
図
を
載
せ
、
続
い
て
祖
本
の
掛
幅
絵
を
四
分

割
し
、
原
寸
大
で
模
写
し
た
も
の
を
配
す
。
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
本
は
、
掛

幅
形
式
の
一
幅
本
で
、
そ
の
大
き
さ
は
縦
二
〇
〇
・
九
㎝
、
横
一
三
四
・
八
㎝
、

原
本
の
体
裁
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る）13
（

。

三　
個
人
蔵
本
に
つ
い
て

　

個
人
蔵
本
は
、
紙
本
着
色
、
巻
子
装
の
体
裁
で
、
二
巻
か
ら
な
る
。
現
状
上

巻
は
縦
三
四
・
〇
㎝
、
全
長
一
七
二
四
・
一
㎝
。
現
状
下
巻
は
縦
三
四
・
〇
㎝
、

全
長
二
〇
一
二
・
〇
㎝
。
詳
細
な
法
量
お
よ
び
、
各
段
の
配
置
に
つ
い
て
は

【
表
1
】【
表
2
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。
各
巻
の
題
僉
は
現
状
上
巻
に
「
鞍
馬
寺

縁
起　

上
」、
現
状
下
巻
に
「
鞍
馬
寺
縁
起　

下
」
と
あ
る
。
表
装
は
黒
金
地

に
円
弧
を
織
り
出
す
幾
何
学
文
様
、
見
返
し
に
は
切
箔
を
散
ら
す
。
料
紙
は
楮

紙
と
判
断
さ
れ
、
縦
三
四
㎝
、
横
二
七
㎝
前
後
の
紙
を
継
い
で
調
巻
す
る
。
錯

簡
は
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
絵
の
端
に
は
断
ち
切
ら
れ
た
よ
う
な
箇
所
が

確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
が
模
写
さ
れ
た
当
初
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
い

難
い
。
絵
巻
を
収
め
る
箱
の
蓋
表
に
「
鞍
馬
縁
記マ

マ

寫　

二
軸
」
と
書
し
、
蓋
裏

に
は
「
松
平
子
爵
家
旧
蔵
」
の
貼
紙
、
側
面
に
は
「
鞍
馬
縁
起　

二
巻
」
の
貼

紙
と
「
奥
書
／
詞
、
青
蓮
院
准
后
前
天
台
座
主　

尊
應
八
十
三
歳

／
繪
、
狩
野
大
炊
助
藤
原
元
信
／
右

鞍
馬
寺
縁
起
者
依
有
／
子
細
任
尊
天
御
鬮
新
開
畫
図
／
奉
寄
附
當
寺
／
永
正
十

年
癸
酉
六
月　

日
／　

右
京
大
夫
源
朝
臣
高
國
花

押
」
と
記
し
た
貼
紙
を
付
す
。

　

個
人
蔵
本
は
詞
書
と
絵
を
全
段
完
備
し
、
山
口
県
本
で
欠
落
し
て
い
た
以
下

の
部
分
を
有
す
。

・ 

上
巻
第
二
段
の
絵
前
半
部
分
（
現
状
下
巻
第
二
紙
、
第
三
紙
、
第
四

紙
）：
鑑
禎
が
白
馬
を
見
る
場
面
、
悪
鬼
が
出
現
し
、
鑑
禎
が
追
わ
れ
る

場
面

・ 

上
巻
第
四
段
の
絵
前
半
部
分
（
現
状
下
巻
第
二
九
紙
、
第
三
〇
紙
）：
総

角
の
童
子
が
藤
原
伊
勢
人
に
夢
告
す
る
場
面

・
中
巻
第
五
段
の
詞
書
（
現
状
上
巻
第
六
二
紙
、
第
六
三
紙
）

　

錯
簡
箇
所
を
確
認
す
る
と
、
段
ご
と
の
配
列
は
乱
れ
て
い
る
が
、
ひ
と
つ
の

段
の
ま
と
ま
り
を
崩
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
下
巻
第
五
段
の
絵
の
み
が
途

中
で
切
り
離
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
当
該
段
の
絵
は
全
十
一
紙
か
ら
な
る
が
、

現
状
上
巻
第
三
五
紙
の
後
ろ
に
他
段
の
詞
書
と
絵
が
入
り
、
残
り
の
部
分
が
現

状
上
巻
の
第
五
〇
紙
か
ら
第
五
五
紙
に
配
さ
れ
て
い
る
。

　

詞
書
は
、
山
口
県
本
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
誤
写
の
部
分
や
判
読
不
明
の

文
字
を
そ
の
ま
ま
写
す
体
裁
を
と
り
、
不
明
な
箇
所
に
つ
い
て
は
貼
紙
で
読
み

仮
名
や
正
字
に
つ
い
て
記
載
す
る
。
字
配
り
等
は
山
口
県
本
と
同
じ
で
あ
る
。

松
本
氏
本
と
も
字
配
り
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
蔵
本
、
山
口
県

本
、
松
本
氏
本
い
ず
れ
も
、
親
本
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
個
人
蔵
本
の
貼
紙
は
山
口
県
本
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
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が
、
一
部
異
な
る
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
個
人
蔵
本
の
詞
書
の
筆
跡
に
は
、
異

な
る
書
風
が
確
認
さ
れ
、
単
独
で
は
な
く
複
数
の
人
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と

判
断
さ
れ
る
。

　

画
面
を
見
る
と
、
全
段
を
通
し
て
確
か
な
輪
郭
線
で
事
物
を
象
り
、
淡
彩
を

施
す
。
相
澤
氏
が
指
摘
さ
れ
る
元
信
の
「
雄
勁
な
描
線）14
（

」
ほ
ど
の
強
さ
は
な
い

が
、
指
先
や
衣
文
線
の
表
現
な
ど
は
的
確
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
山
口
県

本
の
描
線
は
や
や
ぎ
こ
ち
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
各
模
本
を
描
い
た
絵

師
の
技
量
差
を
示
す
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
両
者
は
事
物
の
彩
色
や

着
物
の
文
様
を
一
致
さ
せ
て
お
り
、
親
本
を
同
じ
く
す
る
か
、
あ
る
い
は
写
す

に
あ
た
っ
て
原
本
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
模
写
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

個
人
蔵
本
の
特
徴
は
、
賦
彩
等
の
細
部
に
見
ら
れ
、
丁
寧
な
筆
遣
い
、
濃
色

を
多
用
し
な
い
穏
や
か
な
画
面
、
塗
り
残
し
の
少
な
さ
（
余
白
部
分
の
少
な

さ
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
物
の
面
貌
表
現
に
も
緻
密
な
描
写
を
見
せ
、
例

え
ば
、
上
巻
第
二
段
（
個
人
蔵
本
・
現
状
下
巻
第
八
紙
）
の
悪
鬼
の
出
現
後
に

登
場
す
る
毘
沙
門
天
は
、
目
の
表
現
が
的
確
で
、
黒
目
の
位
置
、
瞼
や
隈
の
入

れ
方
に
優
れ
た
描
写
を
見
せ
る
。
中
巻
第
一
段
（
個
人
蔵
本
・
現
状
下
巻
第
四

六
紙
）
に
登
場
す
る
大
蛇
は
、
鱗
に
金
泥
を
添
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
山

口
県
本
の
大
蛇
に
は
金
泥
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
個
人
蔵
本
は
金
泥
を
用
い
る

箇
所
が
散
見
さ
れ
、
毘
沙
門
天
の
光
背
や
甲
冑
、
着
物
の
文
様
、
鑑
禎
の
持
つ

錫
杖
、
悪
鬼
の
髪
の
毛
、
毘
沙
門
天
像
の
台
座
の
金
具
、
雷
雲
な
ど
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。

　

樹
木
の
表
現
は
、
樹
皮
を
顔
料
の
濃
淡
に
よ
っ
て
表
す
繊
細
な
も
の
で
あ
る
。

山
口
県
本
で
は
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
ず
に
樹
皮
を
表
す
た
め
、
濃
淡
の

対
比
が
強
く
な
り
、
模
本
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
こ
の
点
が
個
人
蔵

本
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
土
坡
の
表
現
で
も
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

個
人
蔵
本
は
絵
師
た
ち
が
心
覚
え
の
た
め
に
作
成
し
た
手
控
え
と
し
て
の
模
写

で
は
な
く
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
を
模
写
し
つ
つ
も
、
ひ
と
つ
の
作
品
と

し
て
の
完
成
度
も
意
識
し
て
仕
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る）15
（

。

　

個
人
蔵
本
の
出
現
に
よ
り
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
の
模
本
は
五
例
、
現
存

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
一
体
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
模
本
の
多
い
狩
野
派
絵
巻
と
模
写
の
姿
勢
に
焦
点
を
当
て
考
察
を
試
み

る
。

　

初
期
狩
野
派
が
手
が
け
た
絵
巻
は
、
制
作
年
代
が
判
明
し
て
い
る
も
の
を
含

め
次
の
よ
う
な
作
例
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
頻
繁
に
模
写
さ
れ
る
作
例
と
、

あ
ま
り
模
写
さ
れ
な
い
作
例
に
大
別
さ
れ
る
。

　
【
初
期
狩
野
派
絵
巻　

一
覧
】

　

一
五
一
三
（
永
正
一
〇
年
）　　

鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
（
原
本
欠
）
※

　

一
五
一
五
（
永
正
一
二
年
）　　

釈
迦
堂
縁
起
絵
巻
（
京
都
・
清
凉
寺
蔵
）

　

一
五
二
七
（
大
永
七
年
）　　
　

九
相
詩
絵
巻
（
大
阪
・
大
念
仏
寺
蔵
）

　
　
　
　
　
　

こ
の
頃
酒
飯
論
絵
巻
制
作
か）16
（

※

　

一
五
三
一
（
享
禄
四
年
）　　
　

 

酒
伝
童
子
絵
巻
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）

※
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一
五
四
四
（
天
文
一
三
年
）
以
降　

 

二
尊
院
縁
起
絵
巻
（
京
都
・
二
尊
院

蔵
）

　

一
五
四
〇
年
代
（
天
文
中
期
）
か　

 

北
野
天
神
縁
起
絵
巻
（
神
奈
川
県
立
歴

史
博
物
館
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

程
嬰
杵
臼
豫
譲
絵
巻
（
原
本
欠）17
（

）
※

　

模
本
が
多
く
伝
わ
る
の
は
、
※
印
を
つ
け
た
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」（
原

本
欠
）、「
酒
伝
童
子
絵
巻
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）、「
酒
飯
論
絵
巻
」（
文

化
庁
蔵
）、「
程
嬰
杵
臼
豫
譲
絵
巻
」（
原
本
欠
）
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
江
戸
期
に
模
写
さ
れ
た
も
の
が
現
存
す
る
が
、
ひ
と
口
に
模
本
と

言
っ
て
も
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
様
々
で
あ
る
。
並
木
誠
士
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、

「
副
本
と
し
て
原
本
の
代
替
的
要
素
を
強
く
も
つ
も
の
」、「
弟
子
が
画
風
継
承

の
た
め
に
写
し
た
も
の
」、「
原
本
か
ら
直
接
に
写
し
た
模
本
」、「
模
本
か
ら
さ

ら
に
模
本
が
制
作
さ
れ
て
い
く
場
合
」、「
模
本
を
制
作
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ

た
下
絵
」
と
、
求
め
ら
れ
た
機
能
や
模
写
者
の
認
識
に
違
い
の
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る）18
（

。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
ず
は
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
を
除
い
た
上
述
の

三
作
品
が
な
ぜ
多
く
の
模
本
を
持
つ
の
か
、
原
本
絵
巻
の
ど
の
よ
う
な
点
に
模

本
制
作
を
促
す
要
因
、
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
み
る
と
、
以
下
の

通
り
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
は
、
人
気
の
あ
る
物
語
を
絵
巻
化
し
た
も
の
と
し
て
重

要
視
さ
れ
、
模
写
さ
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
元
信
が
案

出
し
た
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
の
図
像
が
、「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
の
規
範
と
し
て

認
識
さ
れ
た
こ
と
も
、
模
写
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る）19
（

。
並
木
氏
が

指
摘
す
る
よ
う
に）20
（

、「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
を
写
す
こ
と
を
通
じ
て
、
後
代
の
絵

師
た
ち
は
元
信
絵
巻
を
継
承
す
る
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
、
流
派
の
祖
で
あ
る

元
信
の
「
か
た
ち
」
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
模
写
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
は
模
本
に
留
ま
ら
ず
、

サ
ン
ト
リ
ー
本
の
図
像
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
、
絵
師
に
よ
る
工
夫
や
改
変
が
施

さ
れ
、
様
々
な
「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
な
い
し
絵
巻
以
外
の
画
面
形
式
の
「
酒
伝

童
子
絵
」
を
生
み
出
す
イ
メ
ー
ジ
源
と
し
て
も
機
能
し
た）21
（

。

　
「
酒
飯
論
絵
巻
」
は
、
詞
書
と
画
面
と
の
非
連
動
性
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

「
酒
飯
論
絵
巻
」
の
模
本
は
、
並
木
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
様
々
な
レ
ベ
ル
の
も

の
が
あ
る
が
、
飲
食
を
は
じ
め
と
し
た
風
俗
表
現
の
規
範
と
し
て
、
そ
の
「
か

た
ち
」
が
重
視
さ
れ
、
写
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
白
描
の
下
絵
に
注
目
し
た
並
木

氏
は
、
現
在
文
化
庁
本
と
と
も
に
保
存
さ
れ
て
い
る
白
描
本
Ａ
と
呼
ぶ
一
本
に

つ
い
て
、
詞
書
を
書
写
し
て
な
い
こ
と
や
、
画
面
内
に
色
註
を
施
す
こ
と
、
衣

服
や
襖
な
ど
の
文
様
を
一
部
の
み
描
く
と
い
っ
た
点
か
ら
、「
か
た
ち
」
を
伝

え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
酒

飯
論
絵
巻
」
に
見
ら
れ
る
人
物
表
現
や
群
像
表
現
が
、
狩
野
探
幽
筆
「
義
朝
最

期
・
頼
朝
先
考
供
養
図
」（
愛
知
・
大
御
堂
寺
蔵
）
に
引
用
さ
れ
る
だ
け
で
は

な
く
、
流
派
外
の
作
例
で
あ
る
、
掃
部
助
久
国
筆
「
真
如
堂
縁
起
絵
巻
」（
京

都
・
真
正
極
楽
寺
蔵
）
や
「
邸
内
遊
楽
図
」（
個
人
蔵
）、「
太
平
記
絵
巻
」（
埼

玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
）
な
ど
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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元
信
絵
巻
と
し
て
の
「
酒
飯
論
絵
巻
」
が
強
い
規
範
性
を
持
っ
て
い
た
可
能
性

を
指
摘
す
る）22
（

。「
飲
食
」
と
い
う
絵
師
に
と
っ
て
も
観
者
に
と
っ
て
も
魅
力
的

な
図
像
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
狩
野
元
信
が
手
が
け
た
そ
の
「
か
た
ち
」
が

「
手
本
」
と
し
て
の
価
値
を
持
ち
、
流
布
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
流
布

に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
り
、「
酒
飯
論
絵
巻
」
と
い
う
作
品
そ
れ
自
体
の
模
本

も
多
数
つ
く
ら
れ
、
ま
た
「
酒
飯
論
絵
巻
」
内
に
登
場
し
た
個
別
の
図
像
も
、

画
面
形
式
を
問
わ
ず
様
々
な
作
品
で
援
用
さ
れ
た
。

　
「
程
嬰
杵
臼
豫
譲
絵
巻
」
は
、
原
本
が
現
存
せ
ず
、
江
戸
期
の
模
本
に
よ
り

そ
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
狩
野
派
絵
巻
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
ず
、
主

題
の
面
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
中
国
故
事
を
主
題

と
す
る
絵
巻
で
あ
り
、
そ
れ
を
狩
野
派
が
手
が
け
た
と
い
う
、
絵
師
と
主
題
の

組
み
合
わ
せ
の
点
に
お
い
て
、
価
値
を
見
出
さ
れ
、
模
本
制
作
が
行
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
狩
野
元
信
に
よ
る
「
手
本
」
と
な
る
図
像
を
有
す
る
と
認
識

さ
れ
た
絵
巻
や
、
狩
野
派
と
い
う
流
派
と
主
題
の
組
み
合
わ
せ
の
重
要
度
に
応

じ
て
、
近
世
の
絵
巻
模
本
は
制
作
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
で
は
、
本

稿
で
取
り
上
げ
る
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
原
本
の
制
作
関
与
者
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
が
、「
手
本
」
と
し
て

の
価
値
を
高
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
漢
」
寄
り
の
狩
野
派
絵
画
に

あ
っ
て
は
珍
し
い
「
寺
社
縁
起
」
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
主
題
を
「
絵

巻
」
と
い
う
画
面
形
式
に
描
い
た
こ
と
が
尊
重
さ
れ
、
模
本
制
作
へ
と
至
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
は
、

狩
野
派
が
手
が
け
た
「
縁
起
絵
巻
」
の
早
い
例
と
し
て
、
さ
ら
に
、
従
来
の
彼

ら
の
（
も
し
く
は
元
信
の
）
得
意
と
す
る
技
法
や
表
現
を
あ
る
程
度
封
じ
な
が

ら
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
、
模
本
制
作
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
元
信
絵
巻
と
し
て
完
成
さ
れ
た
様
式
に
は
至
ら
な
い
、
絵
巻
学

習
の
過
渡
期
要
素
を
持
つ
こ
と
が
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
の
特
質
と

し
て
注
目
さ
れ
、
模
本
制
作
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
故
に
、「
酒

飯
論
絵
巻
」
の
近
世
に
お
け
る
模
本
や
白
描
下
絵
の
よ
う
に
、
部
分
的
に
抽
出

さ
れ
た
模
本
の
制
作
は
行
わ
れ
ず
、
ま
た
、「
酒
伝
童
子
絵
巻
」
の
よ
う
に
、

手
が
け
る
絵
師
に
よ
っ
て
大
幅
な
改
訂
を
施
さ
れ
た
作
品
の
出
現
へ
と
は
至
ら

ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
の
全
貌
を
写
す
こ
と
が

い
ず
れ
の
模
本
で
も
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵

巻
」
模
本
は
個
人
蔵
本
を
除
い
て
全
図
を
完
備
し
て
い
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
作

品
と
し
て
そ
の
総
体
を
写
そ
う
と
し
た
こ
と
は
、
個
人
蔵
本
や
山
口
県
本
の
存

在
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
各
模
本
と
も
絵
師
の
技
量
差
こ
そ
あ
れ
、

い
ず
れ
も
模
本
と
い
う
体
裁
で
は
あ
る
が
、
原
本
（
も
し
く
は
原
本
を
忠
実
に

写
し
た
と
さ
れ
る
親
本
）
を
継
承
す
る
と
い
う
姿
勢
を
持
ち
な
が
ら
、
作
品
全

体
が
写
さ
れ
た
の
だ
と
想
定
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

全
段
を
完
備
す
る
個
人
蔵
本
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
模
本
の
出
現
に
よ
り
、

そ
の
画
面
構
成
方
法
や
モ
チ
ー
フ
の
布
置
等
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
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る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
個
人
蔵
本
を
通
じ
て
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
の

原
本
が
い
か
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
た
か
を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
画
面
構

成
法
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
斜
線
構
図
を
活
用
は
す
る
も
の
の
、
絵
巻

に
お
け
る
物
語
叙
述
の
常
套
的
表
現
を
あ
る
程
度
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
中
に
、
元
信
系
絵
巻
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
人
物
モ
チ
ー
フ
等
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
画
面
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

狩
野
派
絵
巻
に
は
、
本
朝
を
舞
台
と
す
る
作
品
も
あ
れ
ば
、
異
国
が
舞
台
と

な
っ
て
い
る
作
例
も
あ
る
。「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
は
、
鞍
馬
寺
と
い

う
本
朝
の
寺
を
主
た
る
物
語
の
「
場
」
と
し
、
と
り
わ
け
原
本
の
上
巻
第
一
段

か
ら
中
巻
第
二
段
ま
で
は
、
掛
幅
本
の
図
像
を
援
用
す
る
。
原
本
の
中
巻
第
三

段
か
ら
下
巻
第
五
段
ま
で
の
内
容
は
、
掛
幅
本
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
可
能
性

が
あ
り）23
（

、
鞍
馬
寺
の
縁
起
絵
に
関
す
る
先
行
図
像
が
乏
し
い
中
で
、
狩
野
派
は
、

そ
れ
ま
で
や
ま
と
絵
の
絵
師
た
ち
が
制
作
し
て
き
た
絵
巻
作
例
に
頻
出
す
る
、

典
型
的
な
図
像
の
型
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
巻
第
三
段
に
お
け
る
火
事

場
面
、
中
巻
第
五
段
の
藤
原
利
仁
の
行
軍
、
雪
山
で
の
合
戦
場
面
な
ど
、
こ
れ

ら
は
い
わ
ゆ
る
典
型
図
像
を
、
絵
巻
の
内
容
や
展
開
に
沿
う
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
使
い
回
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
、
先
行
図
像
の
踏
襲
、
ア
レ
ン
ジ
と
い

っ
た
狩
野
派
の
姿
勢
は
、
絵
巻
に
お
け
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
物
語
表
現
を
実

践
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原

本
は
、
こ
の
時
期
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
、
和
漢
の
絵
師
た
ち
に
よ
る
領
域
の
横

断
と
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
土
佐
光
信
筆
「
地
蔵
堂
草
紙
絵
巻
」（
個

人
蔵
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
事
例
が
み
ら
れ
る
。「
地
蔵
堂
縁

起
絵
巻
」
に
は
龍
宮
と
い
う
「
異
界
」
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
描
写
に
注
目
す

る
と
、
第
三
段
詞
書
に
「
唐
絵
な
ど
み
る
心
ち
し
て
」
と
記
さ
れ
、
画
面
に
は
、

そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
龍
宮
の
様
子
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
、

従
来
の
絵
巻
に
お
け
る
「
異
界
」
の
常
套
表
現
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
さ
ら
に
、

龍
宮
の
画
中
障
壁
画
に
水
墨
の
花
鳥
な
ど
を
描
く
こ
と
で
「
同
時
代
に
お
け
る

水
墨
画
の
流
行
を
巧
み
に
取
り
入
れ
」、
二
重
の
意
味
で
「
唐
絵
」
が
意
図
さ

れ
て
い
る
と
い
う）24
（

。
元
信
の
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
で
は
、
先
行
す
る

掛
幅
本
「
鞍
馬
寺
縁
起
絵
」
の
図
像
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
縁
起
絵
巻
に
お
け

る
一
般
的
な
定
型
図
像
を
活
用
し
て
画
面
を
構
築
す
る
が
、
出
来
事
の
起
こ
る

場
（
シ
ー
ン
）
を
長
尺
の
絵
巻
と
い
う
画
面
に
落
と
し
込
む
た
め
に
、
い
か
に

合
理
的
に
配
置
す
る
か
、
元
信
独
自
の
構
図
法
を
試
み
て
い
る
。
両
者
と
も
に

自
派
の
作
画
技
術
を
使
い
な
が
ら
、
一
方
で
注
意
深
く
自
派
以
外
の
表
現
、
図

像
も
援
用
し
て
絵
巻
の
画
面
を
作
り
出
し
、
詞
書
で
提
示
さ
れ
る
世
界
を
保
証

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
狩
野
派
も
土
佐
派
も
そ
れ
ぞ
れ
が
、「
絵
巻
」
と
い
う

画
面
形
式
に
お
い
て
、
互
い
の
領
域
で
主
軸
を
な
す
表
現
技
法
を
用
い
な
が
ら

も
、
画
風
の
拡
張
や
新
味
を
試
み
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
異
国
か
ら
本
朝
へ
と
物
語
の
舞
台
を
展
開
さ
せ
る

「
釈
迦
堂
縁
起
絵
巻
」
な
ど
、
他
の
作
例
も
踏
ま
え
て
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　

以
上
、
新
出
の
個
人
蔵
本
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
の
紹
介
を
行
う
に
あ
た

り
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
の
現
存
模
本
に
つ
い
て
整
理
し
、
模
本
を
用
い

た
分
析
の
限
界
に
言
及
し
、
狩
野
派
絵
巻
の
な
か
で
も
多
く
模
本
が
制
作
さ
れ

た
作
品
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
で
は
、
個
人
蔵
本
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
来
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を
含
め
た
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。
そ
の
他
、
狩
野
派
絵
巻
の
模
本
が
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で

制
作
さ
れ
受
容
さ
れ
、
継
承
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
は
じ
め
、「
鞍
馬

蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
の
詞
書
に
つ
い
て
も
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
原
本
の
詞
書
は
、
す
で
に
編
ま
れ
て
い
た
漢
文
縁
起
に
依
拠
し
つ
つ
、

そ
れ
を
仮
名
交
じ
り
の
文
体
へ
と
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
漢
文
縁
起
の
文

言
全
て
が
絵
巻
の
詞
書
と
し
て
落
と
し
込
ま
れ
て
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
の
下
巻
第
六
段
以
降
に
も
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
の

で
あ
る）25
（

。
漢
文
縁
起
と
の
対
応
関
係
を
は
じ
め
、
各
画
面
の
分
析
に
基
づ
い
た

狩
野
派
絵
巻
の
特
徴
の
更
な
る
抽
出
、
さ
ら
に
、
制
作
背
景
の
検
討
、
細
川
高

国
と
い
う
発
注
者
と
狩
野
元
信
と
の
関
係
の
考
察
な
ど
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵

巻
」
原
本
を
め
ぐ
る
検
討
課
題
は
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
個
人
蔵
本
の

出
現
を
祝
し
、
今
後
更
な
る
検
討
を
行
う
こ
と
を
期
し
て
本
稿
を
擱
筆
す
る
。

註（
1
）　

狩
野
派
が
基
盤
と
し
た
画
域
に
つ
い
て
「
漢
画
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
こ
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
、
渡
邊
雄
二
氏
は
、「
漢
」

の
絵
画
が
テ
キ
ス
ト
上
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
か
、
江
戸
時
代
の
画

論
に
お
け
る
記
述
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
渡
邊
氏
に
よ
れ
ば
、「
漢

画
」
と
い
う
用
語
は
江
戸
期
の
画
論
に
お
い
て
は
一
般
的
な
も
の
で
な
く
、
用

い
ら
れ
た
場
合
は
中
国
製
の
絵
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
と
い
う
。
一
方
、
元
禄

六
年
（
一
六
九
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
狩
野
永
納
撰
『
本
朝
画
史
』
で
は
、「
漢

画
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
漢
画
」
は
、「
宋
元
の
絵
画

を
受
容
し
た
日
本
絵
画
、
ま
た
雪
舟
出
現
以
降
の
土
佐
派
と
相
対
す
る
絵
画
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
渡
邉
雄
二
「
近
世
狩
野
派
絵
画
の

「
漢
」
画
考
」（
下
原
美
保
編
『
近
世
や
ま
と
絵
再
考
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一

三
年
）
参
照
。

（
2
）　

一
般
に
浸
透
し
て
い
る
元
信
の
生
年
は
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
で
あ
る
。

と
く
に
生
年
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
山
本
英
男
氏
は
、
特
に

一
四
七
七
年
説
を
取
っ
て
い
る
。
山
本
氏
は
、
白
鶴
美
術
館
所
蔵
「
四
季
花
鳥

図
屛
風
」
の
画
中
に
み
ら
れ
る
年
記
と
箱
書
き
の
年
紀
に
お
け
る
ズ
レ
に
注
目

し
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
説
を
提
唱
さ
れ
る
。
山
本
英
男
「
狩
野
派
│
画

壇
制
覇
へ
の
道
│
」（
京
都
国
立
博
物
館
編
『
室
町
時
代
の
狩
野
派
│
画
壇
制

覇
へ
の
道
│
』
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
3
）　

山
本
英
男
『
初
期
狩
野
派
（
日
本
の
美
術
四
八
五
）』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
六

年
）、
六
八
頁

（
4
）　

相
澤
正
彦
「
狩
野
元
信
の
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
に
つ
い
て
│
新
出
の
毛
利
家

模
本
に
関
連
し
て
│
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
：
人
文
科
学
』
二
六
、

二
〇
〇
〇
年
）

（
5
）　

掛
幅
本
「
鞍
馬
寺
縁
起
絵
」
に
関
す
る
主
な
論
文
は
次
の
通
り
。

　
　

曽
根
祥
子
「
鞍
馬
寺
縁
起
の
世
界
│
国
会
図
書
館
蔵
鞍
馬
縁
起
・
鞍
馬
寺
所
蔵

鞍
馬
蓋
寺
縁
起　

史
料
紹
介
（
一
）
〜
（
一
一
）」（『
く
ら
ま
』
六
二
七
〜
六

三
三
・
六
三
五
〜
六
三
八
、
一
九
八
六
年
）、
藤
原
重
雄
「
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
「
鞍
馬
縁
起
」
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解

析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
四
八
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）、
藤
原
重
雄
「
掛
幅
本
「
鞍

馬
寺
縁
起
絵
」
の
絵
画
史
的
位
置
」（
佐
野
み
ど
り
他
編
『
中
世
絵
画
の
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
』
青
簡
舎
、
二
〇
一
〇
年
）、
藤
原
重
雄
「
海
の
見
え
る
杜
美
術
館

所
蔵
「
鞍
馬
寺
縁
起
絵
」
模
本
に
つ
い
て
」（『
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通

信
』
六
二
、
二
〇
一
三
年
七
月
）

（
6
）　

並
木
誠
士
「
酒
飯
論
絵
巻
に
は
何
故
模
本
が
多
い
の
か
？
：
白
描
本
《
酒
飯
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論
絵
巻
》
を
め
ぐ
る
考
察
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
三
一
、
二
〇
一
五
年
五

月
）

（
7
）　

後
述
す
る
よ
う
に
、「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
原
本
は
三
巻
構
成
で
あ
る
が
、

個
人
蔵
本
は
二
巻
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

（
8
）　
『
好
古
小
録
』
や
『
訂
正
増
補　

考
古
画
譜
』
の
記
載
を
は
じ
め
、
詞
書
の

み
を
書
写
し
た
『
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
』（
京
都
・
鞍
馬
寺
蔵
）
な
ど
の
記
載
か
ら
、

三
巻
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
9
）　

相
澤
二
〇
〇
〇
参
照
。

（
10
）　

松
本
寧
至
「『
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
』
絵
巻
の
発
見
」（『
日
本
古
典
文
学
の
仏
教

的
研
究
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
は
松
本
寧
至
「『
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
』

絵
巻
に
つ
い
て
」
石
橋
義
秀
ほ
か
編
『
仏
教
文
学
と
そ
の
周
辺
』
和
泉
書
院
、

一
九
九
八
年
）

（
11
）　

相
澤
二
〇
〇
〇
参
照
。

（
12
）　

土
谷
真
紀
「「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
に
お
け
る
縁
起
と
景
観
」（
佐
野
み
ど

り
他
編
『
中
世
絵
画
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
青
簡
舎
、
二
〇
一
〇
年
）

（
13
）　

前
掲
注
5
参
照
。

（
14
）　

相
澤
二
〇
〇
〇
、
二
二
頁
。

（
15
）　

模
本
は
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
、
原
本
を
透
き
写
し
す
る
レ
ベ
ル
の
も
の
か
ら
、

絵
師
の
手
控
え
と
し
て
簡
略
に
写
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
原
本
よ
り
も
さ
ら
に
豪
華
に
、
丁
寧
に
描
か
れ
る
模
本
が
制
作

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
酒

飯
論
絵
巻
」
は
、
細
部
描
写
が
緻
密
で
、
金
泥
を
用
い
た
精
巧
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ベ
ラ
ン
ジ
ェ
「
フ
ラ
ン
ス
国
立

図
書
館
写
本
室
蔵
『
酒
飯
論
絵
巻
』
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
七
二
、

二
〇
一
四
年
三
月
）

（
16
）　

狩
野
派
系
「
酒
飯
論
絵
巻
」
に
お
い
て
、
最
も
古
い
作
例
は
文
化
庁
本
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
元
信
筆
の
原
本
と
す
る
か
、
元
信
原
本
を
忠
実
に
写
し
た
工
房

作
と
判
断
す
る
か
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
伊
藤
信
博
他
編
『
酒
飯
論
絵

巻
』
影
印
と
研
究
：
文
化
庁
本
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
本
と
そ
の
周
辺
』

（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
）、
並
木
誠
士
『
日
本
絵
画
の
転
換
点　

酒
飯
論
絵

巻
│
「
絵
巻
」
の
時
代
か
ら
「
風
俗
画
」
の
時
代
へ
』（
昭
和
堂
、
二
〇
一
七

年
）
等
参
照
。

（
17
）　

土
谷
真
紀
「
研
究
資
料
『
程
嬰
杵
臼
豫
譲
絵
巻
』
に
つ
い
て
」（『
国
華
』
一

三
五
五
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）

（
18
）　

並
木
二
〇
一
五
参
照
。

（
19
）　

別
系
統
の
図
像
を
も
つ
絵
巻
作
例
と
し
て
「
大
江
山
絵
詞
」（
大
阪
・
逸
翁

美
術
館
蔵
）
が
あ
る
が
、
逸
翁
本
の
図
像
は
流
布
し
て
い
な
い
。
狩
野
元
信
が

提
示
し
た
酒
伝
童
子
説
話
の
図
像
は
、
主
題
と
絵
師
の
両
面
に
お
い
て
重
要
視

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
20
）　

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）、
す
な
わ
ち
元
信
没
後
五
十
年
の
段
階
に
お
い
て
、

元
信
は
流
派
の
後
継
者
た
ち
の
間
で
規
範
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
特
別
視
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
並
木
誠
士
「
狩
野
宗
秀
「
遺
言
状
」
を

め
ぐ
る
考
察
」（
古
画
備
考
研
究
会
編
『
原
本
『
古
画
備
考
』
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

（
21
）　

狩
野
孝
信
筆
と
さ
れ
る
「
酒
天
童
子
絵
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、

元
信
本
の
図
像
を
用
い
つ
つ
、
場
面
描
写
に
は
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
元
信
本
の
図
像
を
援
用
し
た
屛
風
形
式
の
作
例
「
大
江
山
縁
起
図
屛
風
」

（
東
京
・
池
上
本
門
寺
蔵
）
や
、
扇
面
に
描
か
れ
た
「
酒
吞
童
子
絵
扇
面
」（
個

人
蔵
）
な
ど
も
現
存
す
る
。
伝
孝
信
本
に
つ
い
て
は
、
小
野
真
由
美
「
作
品
紹

介　

伝
狩
野
孝
信
筆
『
酒
天
童
子
絵
巻
」
の
特
色
」（『
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
』
六
四

一
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
を
参
照
。

（
22
）　

並
木
二
〇
一
五
参
照
。

（
23
）　

相
澤
二
〇
〇
〇
で
は
、
結
論
を
留
保
し
な
が
ら
も
、
掛
幅
本
「
鞍
馬
寺
縁
起

絵
」
の
原
本
が
一
幅
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
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（
24
）　

髙
岸
輝
「
土
佐
光
信
と
『
地
蔵
堂
草
紙
絵
巻
』」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編

『
お
伽
草
子
│
こ
の
国
は
物
語
に
あ
ふ
れ
て
い
る
』
二
〇
一
二
年
）

（
25
）　

橋
本
章
彦
「
毘
沙
門
天
の
伝
承
│
『
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
福

田
晃
他
編
『
講
座　

日
本
の
伝
承
文
学
五
：
宗
教
伝
承
の
世
界
』
三
弥
井
書
店
、

一
九
九
八
年
）

〔
附
記
〕
作
品
調
査
や
画
像
掲
載
に
御
芳
情
を
賜
り
ま
し
た
谷
口
宏
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
究
一
六
Ｋ
一
六
七
二
六
の
助
成

を
受
け
た
も
の
で
す
。

翻
刻

【
凡
例
】

一
、
個
人
蔵
本
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻
」
を
翻
刻
す
る
。

一
、
詞
書
の
順
番
は
、
現
状
の
通
り
で
は
な
く
、
錯
簡
を
正
し
、
三
巻
構
成
に

復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
原
文
の
ま
ま
と
し
、
旧
字
体
及
び
異
体
字
、

誤
字
、
改
行
等
も
個
人
蔵
本
の
通
り
と
し
た
。
た
だ
し
、
入
力
の
で
き
な

い
字
や
誤
字
は
、
正
字
に
改
め
た
。

一
、 

貼
紙
に
つ
い
て
は
、
そ
の
位
置
を
傍
線
に
て
示
し
、
内
容
は
、（
貼
紙
）

「　

」
と
示
し
た
。
貼
紙
は
文
字
の
右
側
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
の

左
側
に
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
以
下
の
二
か
所
あ
る
。

　
　
　

・
上
巻
第
二
段
後
ろ
か
ら
六
行
目
「
秦
」
の
箇
所

　
　
　

・
上
巻
第
四
段
前
か
ら
三
行
目
「
乖
」
の
箇
所

一
、 

奥
書
は
現
状
上
巻
と
現
状
下
巻
に
あ
る
が
、
と
も
に
同
文
で
字
配
り
や
改

行
、
字
体
も
す
べ
て
一
致
す
る
た
め
、
下
巻
第
五
段
の
あ
と
に
記
し
た
。

上
巻

【
第
一
段
】

鞍
馬
蓋
寺
縁
起
絵
巻

昔
南
京
招
提
寺
に
ひ
と
り
の
沙
門

あ
り
鑑
真
和
尚
の
弟
子
鑑
禎
と
云
人

忍
辱
を
も
つ
て
衣
と
し
慈
悲
を
も
つ

て
宝
と
す
志
佛
道
を
も
と
め
意
勝

地
を
う
ら
や
む
爰
に
宝
亀
元
年
庚
戌

正
月
四
日
の
寅
の
夜
の
夢
に
山
城
國

北
方
に
あ
た
り
て
高
山
あ
り
殊
勝

の
霊
地
也
云
々
夢
覚
め
て
後
彼
國
を

さ
し
て
尋
行
て
一
の
野
村
に
い
た
る

今
聞
西
京

木
辻
邊
歟

路
遠
日
暮
忽
に
も
つ
て
止

宿
す
遙
か
に
北
方
の
青
天
を
望
は
日
光

朗
曜
紫
雲
靉
靆
隠
映
の
気
眼
を

驚
さ
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
翌
日
に
及
て

歩
を
瑞
霊
の
嶺
に
投
し
て
心
に

願
て
云
今
夢
の
告
を
信
す
山
北
に
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来
る
と
い
へ
と
も
い
ま
た
何
處
と
い
ふ

事
を
し
ら
す
争
指
南
を
得
ん
仍
須

臾
の
際
に
休
息
し
て
睡
眠
す
夢

中
に
高
僧
告
て
云
明
旦
日
出
之
時
に

東
方
に
相
當
て
佳
瑞
を
現
す
へ
し

と
云
々

【
第
二
段
】

天
曙
て
こ
れ
を
見
る
に
朝
陽
嶺
に

　
　
（
貼
紙
）「
輙
」

ふ
く
み
光
彩
例
に
異
り
光
の
中
に
霊
馬

あ
り
白
色
に
し
て
宝
鞭
を
負
て
両
眼）1
（

月
を
は
さ
み
逸
蹄
雲
を
ふ
む
夢
か

夢
に
あ
ら
さ
る
か
迷
て
わ
き
ま
へ
か

た
し
不
覚
の
涙
漣
湎
と
し
て
襟
に
み

つ
天
を
仰
て
こ
れ
を
望
て
目
暫
も

拾
す
白
馬
蓋
の
如
し
故
号
鞍
馬
蓋
寺

即
此
謂
也
云
々

猶

空
中
に
あ
り
上
人
の
眼
瑞
馬
に
あ
り
こ
ゝ

ろ
嶮
難
を
わ
す
る
忽
絶
頂
に
い
た
り
て

す
て
に
勝
地
を
得
た
り
地
平
し
て
如
掌

草
木
扶
疎
た
り
時
に
白
馬
忽
爾
と
し
て

滅
す
る
か
こ
と
く
し
て
見
え
す
其
處
に

留
連
し
て
火
を
う
ち
柴
を
た
ひ
て
漸

半
夜
に
の
そ
む
忽
鬼
魅
を
見
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
叉
ン
ヤ
」

形
は
婦
女
に
類
し
髪
は
夜
刄
の
如
し

眼
は
電
光
を
耀
し
口
に
は
毒
気
を

吐
上
人
驚
怖
し
て
も
つ
と
こ
ろ
の
錫

杖
を
以
て
其
鋒
を
猛
火
に
焼
て
直

に
鬼
の
胸
を
刺
に
鬼
傾
動
せ
す
錫

杖
を
か
み
く
た
く
事
雪
に
湯
を
な
く
る

か
こ
と
く
に
し
て
須
臾
に
吞
畢
上
人
こ

れ
を
見
て
色
死
灰
の
如
し
迷
悶
躄

地
し
て
西
谷
の
朽
木
の
下
に
逃
隠
ぬ

鬼
魅
追
及
し
て
既
瞰
食
せ
ん
と
す

其
時
に
上
人
深
く
一
心
を
凝
泣
三
宝
を

念
す
爰
朽
木
仆
て
忽
に
鬼
魅
を
押

こ
ろ
す
一
説
云
毘
沙
門
天
踏
殺

鬼
魅
立
其
上
給
也

明
旦
に
お
よ
ひ
て
則
毘
沙
門
天
王
の
像
忽

影
現
す
弥
感
涙
に
お
ほ
れ
て
礼
拝

恭
敬
瞻
仰
尊
顔
奇
異
甚
深
也
青
黄

赤
白
の
色
に
も
あ
ら
す
金
銀
銅
鐵
の
像
に
も

あ
ら
す
圖
畫
を
ほ
と
こ
す
に
も
あ
ら
す
雕
鏤
を

加
る
に
も
あ
ら
す
眼
界
の
こ
る
と
こ
ろ
頗
以
鈍

365



新出の個人蔵「鞍馬蓋寺縁起絵巻」模本

（139）

色
也
膚
に
温
気
あ
り
為
散
壹
鬱
剣
を

以
て
尊
像
を
き
さ
み
ゑ
る
に
更
無
玷
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
法
カ
」

刄
を
以
て
輙
く
た
き
か
た
し
誠
知
ぬ
佛
涵

（
貼
紙
）「
護
」

護
持
の
像
此
處
に
降
臨
し
ぬ
上
人
弥
信
力
を

め
く
ら
し
て
無
心
捨
離
す
る
に
深
く
堅
固
の

道
心
に
住
し
只
機
縁
之
純
熟
を
お
も
ふ

即
荒
秦
を
か
り
て
早
草
庵
を
結
て

　
　
（
貼
紙
）「
榛
」

松
の
柱
柴
の
扉
寛
窄
随
意
其
薫
修
を

た
つ
ぬ
る
に
四
十
餘
回
の
星
霜
を
送

た
ま
へ
り
其
年
の
初
冬
下
旬
の
こ
ろ

（
貼
紙
）「
邁
」

衰
邁
時
至
て
大
暮
一
隔
る
雲
の
色
水

聲
鶴
林
の
昔
の
夕
に
異
な
ら
さ
る
の
み

【
第
三
段
】

（
貼
紙
）「
弘
」

弘
仁
年
中
に
及
て
東
寺
を
造
る
勅
使

散
位
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
伊
勢
人
と
云
者

あ
り
贈
太
政
大
臣
正
一
位
武
智
麿
の
孫
参
議

　
　
　
（
貼
紙
）「
巨コ

」　　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
衆シ
ウ

カ
」

従
三
位
巨
勢
麿
第
七
子
也
性
理
堅
正
能
象

務
を
練
せ
り
竊
念
願
云
我
勅
命
を
う
け

た
ま
は
り
て
寺
を
造
る
事
を
祈
と
い
へ
と
も

乃
心
の
盟
と
こ
ろ
ま
さ
に
一
堂
を
建
立

し
て
観
音
を
安
置
せ
む
と
す
願
は
懇
志
を

照
し
て
早
霊
地
を
し
め
し
て
感
應
時
に

い
た
る
忽
に
夢
の
告
あ
り
云
く
皇
城

之
北
崔
嵬
の
峰
あ
り
其
山
の
て
い
た
ら
く

　
　
　
（
貼
紙
）「
ソ
バ
タ
チ
」

東
西
高
峙
其
﨑
碭
出
て
中
央
く
ほ
く

平
な
り
夢
中
に
路
を
尋
て
其
地
に
い
た
る

白
髪
の
老
翁
き
た
り
て
告
て
云
斯
地
は

殊
勝
第
一
之
霊
地
也
宜
土
木
の
功
を
課
し

て
伽
藍
を
草
創
せ
ん
と
す
伊
勢
人
問
云

老
父
誰
哉
答
云
我
是
此
處
地
主
貴

布
祢
神
也
汝
道
心
を
感
し
て
勝
地
を
示

す
と
云
々
伊
勢
人
自
感
夢
の
驚
て
我
願

の
既
満
事
を
悦
ふ
踊
躍
歓
喜
し
て
手
の

舞
足
の
踏
を
知
ら
す
忽
に
意
匠
を
運
て

騎
と
こ
ろ
の
白
馬
を
放
て
是
念
言
を

な
さ
る
傳
へ
聞
く
天
竺
白
馬
あ
り
聖
教
を
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負
て
大
呉
に
来
る
其
地
精
舎
を
立
て

白
馬
寺
と
号
古
今
異
と
い
へ
と
も
佛

法
惟
同
又
観
音
の
垂
跡
を
尋
ぬ
る
に

多
白
馬
形
を
現
す
況
や
我
汝
を
の
せ
多
年

汝
が
宿
縁
あ
る
事
を
知
我
の
夢
の
告
あ
り

汝
其
所
に
至
留
云
々
馬
噺
北
風
回
顧
し
て
去

　
　
　
　
（
貼
紙
）「
驟
ハ
セ
レ
ヤ
マ
」

翌
日
尋
跡
驟
山
驟
水
遥
に
絶
嶺
に
登
り
て

東
方
を
瞻
望
す
土
地
顕
敞
に
し
て
萱
草

（
貼
紙
）「
イ
ス
イ
」

威
蕤
せ
り
馬
其
中
に
有
て
北
に
向
ひ
て

立
こ
れ
を
み
て
低
頭
歓
喜
す
入
骨
庾
地
之

勝
形
一
如
所
夢
又
方
丈
の
草
堂
あ
り
毘
沙
門

像
を
安
す
其
體
奇
異
に
し
て
眼
も
及
は
さ

る
へ
し
即
吉
土
を
う
ら
な
ひ
て
礼
を
な
し
て

帰
洛
す

【
第
四
段
】

竊
自
素
意
を
思
ふ
に
帰
す
る
所
の
尊
は

観
音
也
今
安
し
奉
る
所
は
多
聞
天
の
像
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
ソ
ム
ク
ト
」

佛
天
同
意
な
り
と
い
へ
と
も
慮
り
猶
乖
云
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
乖ク
ハ
イ」

其
夜
夢
中
に
惣
角
乃
天
童
あ
り
き
た
り

つ
け
て
云
汝
是
未
断
惑
の
凡
夫
に
あ
ら
さ
る
也

汝
し
ら
す
や
観
音
と
毘
沙
門
と
は
た
と
へ
は

般
若
と
法
花
の
こ
と
し
眼
目
異
名
也
本
地

是
一
な
り
疑
惑
す
へ
か
ら
す
と
云
々
伊
勢
人
懺

悔
發
露
し
て
隨
喜
肝
に
そ
む
更
に
草

庵
を
改
て
三
間
四
面
の
精
舎
を
営
造
す

殊
に
匪
石
を
抽
て
大
天
に
帰
依
す
る
事
漸

年
序
を
経
其
後
本
願
を
遂
ん
か
た
め
に

四
十
二
臂
観
世
音
菩
薩
の
像
を
つ
く
り

あ
ら
は
し
て
天
王
の
像
の
傍
に
安
し
奉
る
供

養
し
恭
敬
す
氏
人
の
始
祖
即
是
人
也

伊
勢
人
男
豊
前
守
友
永
佛
寺
を
修
造
し

　
　
（
貼
紙
）「
ケ
ン
」

僧
徒
眷
養
す
逝
去
の
後
男
大
蔵
丞
峰
直

三
代
相
傳
大
檀
越
貞
観
の
比
重
て
加
修

補
殊
に
帰
依
を
専
に
す

中
巻

【
第
一
段
】

寛
平
年
中
に
東
寺
の
十
禅
師
峰
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延
本
寺
に
お
い
て
常
に
紫
雲
の
山
北
に

そ
ひ
え
た
る
を
見
て
心
に
奇
特
を
存
し

雲
気
を
望
て
尋
て
此
山
に
い
た
る
其

根
元
を
訪
て
其
形
像
を
礼
し
既
東

寺
に
帰
住
す
る
思
を
や
め
て
忽
此
山
に
止
宿

の
心
を
催
す
氏
人
峯
直
即
以
謁
見
な
か
く

師
檀
と
契
る
又
寺
家
の
雑
務
を
執
行

せ
し
む
住
山
不
退
の
間
其
年
五
月
の
比

峯
延
隃
伽
の
壇
場
に
つ
ゐ
て
護
摩
の

秘
法
を
修
す
日
中
を
勤
行
の
時
に
山
北
よ
り

大
虵
匍
匐
し
て
頭
を
も
た
け
舌
を
出
す
舌

な
か
き
こ
と
三
尺
は
か
り
火
焔
を
ひ
る
か
へ
す
か
如
し

眼
に
千
光
あ
り
朝
日
に
向
か
こ
と
し
頻
に

毒
熱
を
吐
て
峰
延
を
吞
と
す
峰
延
大
威

徳
並
毘
沙
門
天
大
咒
を
も
つ
て
一
心
に

大
虵
を
加
持
す
咒
縛
せ
ら
れ
て
た
ち
ま
ち

た
を
れ
ぬ

【
第
二
段
】

三
箇
日
を
経
て
峰
延
大
徳
氏
人
峯
直
に

告
峰
直
馳
来
て
こ
れ
を
見
て
大
に
よ
ろ

こ
ひ
て
公
家
に
奏
聞
す
即
綸
言
あ
り

人
夫
五
十
人
を
給
て
大
虵
を
切
破
て
静

原
山
の
奥
に
は
こ
ひ
捨
さ
せ
畢
仍
其
所

を
大
虫
峰
と
号
す
る
と
い
ふ
其
後
天
王
霊

　
　
　
（
貼
紙
）「
域イ
キ

カ
」　　
　
（
貼
紙
）「
衆シ
ウ
シ
ヨ庶

」

験
弥
華
域）

2
（

に
振
上
一
人
よ
り
下
衆
庶
に

い
た
る
ま
で
尊
重
渇
仰
感
應
掲
焉

【
第
三
段
】

又
其
年
の
月
日
賀
茂
大
明
神
御
託

宣
に
云
社
の
上
流
に
當
て
不
浄
の
事

多
と
云
々
其
穢
悪
を
尋
ぬ
る
に
始
市
原

野
よ
り
鞍
馬
山
に
至
て
往
古
の
堂
舎
其

数
四
十
九
院

あ
り
と
云
々

し
か
る
に
住
侶
繁
昌
し
て
自

狼
藉
を
い
た
す
と
云
々
仍
宣
旨
を
下
さ
れ

こ
と
〳
〵
く
焼
払
は
る
然
間
勅
使
當
寺
に

来
て
如
前
焼
失
は
む
と
す
る
と
こ
ろ
に
雷

電
霹
靂
大
地
震
動
し
士
卒
魂
を
消

す
忽
帰
洛
し
て
子
細
を
奏
聞
す
験
力
殊
勝
之
由

天
下
に
遍
當
寺
の
外
は
悉
く
灰
燼
と
な
れ
り
と
云
々

【
第
四
段
】

又
鎮
守
府
将
軍
藤
原
利
仁
と
云
ふ
人
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（
貼
紙
）「シ
ヽ
ヒ
ナ
ル

偉イ

」
カ

あ
り
武
勇
渕
偉
に
し
て
将
帥
た
る
に
足

　
　
（
貼
紙
）「
ト
ツ
ク
ツ
」

れ
り
突
厥
の
類
帰
服
せ
す
と
い
ふ
事
な
し

爰
に
下
野
國
高
座
山
の
ほ
と
り
に
群
盗

蟻
の
こ
と
く
に
あ
つ
ま
り
て
千
人
党
を

結
へ
る
蔵
宗
蔵
安
其
前
鋒
た
る
関

東
よ
り
の
朝
用
雑
物
彼
黨
類
の
為
に

常
に
被
抄
劫
國
の
蠱
害
唯
以
之
在
之

【
第
五
段
】

こ
れ
に
よ
り
て
亦
公
家
有
評
議
忽
其

人
を
ゑ
ら
ふ
に
天
下
の
推
と
こ
ろ
偏
利
仁

に
あ
り
異
類
誅
罰
す
へ
き
の
よ
し
宣
旨
を
下

さ
れ
利
仁
精
撰
を
悦
と
い
へ
と
も
尚
か
ち

か
た
き
事
を
恐
て
仍
天
王
の
加
被
を
仰
て

當
山
に
参
籠
し
立
願
祈
請
即
示
現
あ
り

鞭
を
あ
け
て
下
野
國
に
進
發
し
高
座

山
の
ふ
も
と
に
下
着
す
于
時
六
月
十
五
日
也

心
に
お
も
ふ
と
こ
ろ
あ
り
て
た
ち
ま
ち
に
橇
を

つ
く
ら
し
む
や
う
や
く
深
更
に
及
て
近
く

腹
心
之
武
士
を
め
し
て
天
雪
降
や
と

問
ふ
郎
従
将
略
を
知
す
し
て
天
は
れ
た
り
と

答
ふ
将
軍
大
怒
て
忽
に
剣
を
賜
て
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
せ
し
む

【
第
六
段
】

又
少
時
を
へ
て
他
勇
士
を
め
し
て
前
の

こ
と
く
問
ふ
前
車
の
い
ま
し
め
を
お
も
ひ
て

い
つ
は
り
て
雪
ふ
る
よ
し
を
答
ふ
利
仁
甘
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
四ヨ
モ
ニフ

ク
ミ
」

服
膺
半
夜
に
及
て
陰
雲
四
含
白
雪
高

積
萬
壑
千
岩
高
下
を
隔
す
徐
々
至

曙
天
晴
雪
止
利
仁
千
里
の
籌
を
め
く
ら
し
て

四
方
之
兵
を
率
し
て
鹿
敷
を
つ
け
て
鵝
毛

　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
賊
ゾ
ク
」

を
お
そ
れ
す
賊
徒
飢
凍
し
て
寸
歩
す
る

こ
と
あ
た
は
す
利
仁
乗
勝
逐
逃
一
以
當
千

遂
に
凶
徒
を
切
て
馘
を
獻
す
こ
れ
に
よ
つ
て

名
威
天
下
に
振
ひ
武
略
海
外
に
か
ま
ひ
す
し

即
宿
願
を
と
け
む
か
為
に
毘
沙
門
天

王
の
像
を
造
顕
す
當
寺
に
お
い
て
開
眼

供
養
帯
す
る
と
こ
ろ
の
剣
を
こ
ひ
て
大
天

荘
厳
の
た
め
に
す
忽
夢
の
告
あ
り
て
我

361



新出の個人蔵「鞍馬蓋寺縁起絵巻」模本

（143）

こ
れ
を
納
受
せ
す
彼
千
人
の
首
を
き
る
剱
を

以
て
我
剱
た
る
へ
し
と
云
々
夢
覺
て
後

即
施
入
し
奉
る
爰
に
徒
兵
の
中
此
剱
を

好
者
あ
り
遂
に
や
む
こ
と
な
く
し
て
夜
中
ひ
そ

か
に
寶
殿
を
ひ
ら
き
玉
軆
の
間
に
ち
か
つ

け
は
腰
底
の
雄
剱
よ
も
す
か
ら
昇
降
す

　
　
　
　
（
貼
紙
）「
ソ
バ
タ
テ
ヽ
／
キ
ビ
ス
ヲ
」

仰
之
弥
高
跂
踵
及
か
た
し
直
下
在
地

（
貼
紙
）「
タ
ヅ
サ
ヘ
レ
テ
ヲ
」（
貼
紙
）「
ズ
レ
イ
タ
ラ
」（
貼
紙
）「
チ
ウ
ジ
」（
貼
紙
）「
ノ

ガ
レ　

サ
ル
」

携
手　

不
至
洞
天
已
明
偸
児　

逃
去
仍

尊
像
を
剣
惜
天
王
と
も
号
し
た
て
ま
つ
る

（
貼
紙
）「
此
字
不
分
」

脘
其
神
剱
を
薀
納
す
寶
殿
天
下
在
之

窺
翫
せ
す
と
い
ふ
こ
と
な
し

下
巻

【
第
一
段
】

叉
其
年
の
比
沈
痾
の
者
あ
り
気
絶
こ
と
七

　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
護ゴ

」

日
に
を
よ
へ
り
護
持
の
冥
力
を
あ
ふ
か
む
か
た
め

に
ま
さ
に
天
王
の
寶
前
に
ま
い
ら
む
と
す
忽
に

　
　
　
（
貼
紙
）「
ノ
ベ
二　

子
ン
ノ　

命
メ
イ
ヲ

一
」

蘇
息
す
延
七
秊
算
矣
叉
地
相
の
者
あ
り
教
光

法
師
と
い
ふ
山
の
後
に
あ
ひ
あ
た
る
山
を
三
鈷
に

か
た
と
る
前
の
峰
は
如
獨
鈷
永
魔
事
の

畏
を
は
な
れ
又
盗
賊
の
難
な
し
但
智
谷
惟

　
　
（
貼
紙
）「
慧ヱ
カ
」

浅
智
惠
辯
才
の
輩
栖
息
し
か
た
し
行
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
ツ
カ
ン
レ　

ア
ト
ヲ
」

尤
深
苦
修
練
行
の
人
定
て
継
踵
歟
凡
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
格カ
ク

」

朝
第
一
の
勝
地
云
々
前
哲
格
言
誠
哉
此
語
矣

【
第
二
段
】

某
秊
月
日
近
江
大
津
浦
白
馬
首
あ
り

（
貼
紙
）「
カ
ウ
ス
」

号
太
郎
三
ヶ
日
夜
松
尾
山
に
こ
も
る

意
趣
者
當
寺
坊
舎
内
財
を
か
す
め
む
か

た
め
な
り
し
か
う
し
て
坂
下
大
門
の
間
に

い
ら
む
と
す
る
に
炎
気
満
面
猛
火
に
近
付

　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
ツ
イ
ニ
」

か
こ
と
し
昇
降
再
三
遂
進
登
こ
と

あ
た
は
す
其
後
他
の
所
犯
に
よ
り
て
禁
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（
貼
紙
）「
セ
ン
」

獄
せ
ら
る
ゝ
時
懺
悔
を
な
し
て
も
つ
て

此
事
を
か
た
る
と
云
々

【
第
三
段
】

　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
雨
ア
メ
」

亦
往
年
天
王
両
足
毎
朝
湿
潤
之
気
有

住
侶
其
瑞
を
し
ら
ん
か
た
め
に
屢
祈
念
を
い

た
す
示
現
に
云
我
夜
を
逐
て
小
松
寺
の

吉
祥
天
の
所
に
か
よ
ふ
と
云
々
住
侶
群
議
し
て

ひ
そ
か
に
彼
像
を
迎
へ
と
り
寶
殿
の

内
に
安
置
し
た
て
ま
つ
る
其
後
恠
異
忽

に
止
る
凡
如
此
霊
験
多
し
と
い
へ
と
も
萬
分
の

一
不
能
委
記
云
々

【
第
四
段
】

又
藤
原
在
衡
と
云
者
あ
り
但
馬
守
有
頼

男
實
如
無
僧
都

真
弟
子
云
々

中
納
言
山
陰
卿
孫
母
備
中

掾
良
峰
高
息
女
也
青
襟
の
む
か
し
延
喜

十
三
秊
は
し
め
て
當
山
に
ま
い
る
正
面
東
の

間
に
お
い
て
礼
拝
恭
敬
す
か
た
は
ら
に
幼
童
あ

り
共
に
礼
拝
す
夕
よ
り
暁
に
及
て
在
衡

心
願
す
我
長
成
の
身
を
以
て
な
ん
そ
幼
稚
の

童
に
お
と
ら
ん
や
彼
修
功
の
期
を
以
て
吾
成

就
の
限
り
と
す
と
云
々
質
明
少
童
礼
畢
ぬ

在
衡
亦
休
す
其
咒
遍
を
か
そ
ふ
る
に
三
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
ツ
ク
ル
二
コ
ノ
レ
イ
ヲ一

」

三
百
三
十
三
遍
に
あ
た
る
今
人
作
此
礼

始
自
當
山
也

心
神
綿

綴
し
て
し
は
ら
く
い
て
臥
息
す
示
現
あ
り

汝
右
大
臣
に
い
た
る
へ
し
在
衡
念
言
身
已
下

位
豈
上
台
に
登
哉
若
是
妄
想
歟
云
々

【
第
五
段
】

爰
同
年
七
月
初
文
章
生
其
時
寺
別
當

峯
延
大
徳
殊
師
檀
を
契
て
祈
禱
を
専
に

い
た
す
峰
延
者
是
権
化
之
行
者
也
天
王
常

に
下
勅
語
更
談
委
細
度
々
夢
の
告
に

依
て
新
三
間
四
面
の
精
舎
建
立
し
天
王
の

像
を
遷
し
た
て
ま
つ
る
所
謂
東
の
堂
是
也

鐘
楼
経
蔵
僧
坊
新
舎
次
第
羅
列
則
是

峰
延
之
濫
觴
抑
又
在
衡
之
推
轂
也
し
か
の
み

　
　
　
（
貼
紙　

鉷コ
ウ

）

な
ら
す
鉷
鐘
一
口
を
鋳
成
す
湯
釜
一
口
二
右
納

同
在
衡
之
施
入
也
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【
現
状
上
巻
お
よ
び
現
状
下
巻
の
奥
書
】

詞
青
蓮
院
准
后
前
天
台
座
主　

尊
應
八
十
三
歳

繪　
　
　
　

狩
野
大
炊
助
藤
原
元
信

右
鞍
馬
寺
縁
起
者
依
子
細

任　

尊
天
御
鬮
新
開
畫
図

奉
寄
附
當
寺

　

永
正
十
年
癸

酉
六
月
日

　
　

右
京
大
夫
源
朝
臣
高
國
（
花
押
）

註（
1
）　

山
口
県
本
で
は
「
眼
カ
」
の
貼
紙
あ
り
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
従
っ
て
翻
刻
し

た
。『
続
群
書
類
従
』
で
は
「
曜
」
と
す
る
。

（
2
）　
『
続
群
書
類
従
』
で
は
「
夷
」
と
す
る
。

EN
G

LISH
 SU

M
M

A
R

Y
N

ewly D
iscovered C

opy of the K
uram

agaiji E
ngi E

m
aki

（Private 
C

ollection

）

T
SU

C
H

IYA
 M

aki

　

T
he K

uram
agaiji engi em

aki  three-scroll set dedicated by H
osokaw

a 
Takakuni in 1513

（Eishô 10

）is the oldest handscroll work by a K
anô school 

painter. T
he paintings recount the founding of K

uram
adera and related 

m
iracles. T

he colophons identify the dedicator as H
osokaw

a Takakuni, the 
text calligrapher as Shôren’ in Sonnô and the painter as K

anô M
otonobu. 

G
iven that the original scrolls are no longer extant, our understanding of the 

work has been based solely on extant copies, which contain som
e lacunae.

　

T
his article introduces a new

ly discovered copy of the scrolls, today in a 
private collection. T

his new
ly discovered work is extrem

ely im
portant, as the 

only extant copy containing the original w
ork’ s entire text and pictures. I 

surm
ise that this copy dates to the late E

do period. T
he superb painting style 

conveys all elem
ents, from

 line w
ork to coloring, in careful detail. T

he 
pictures in this new

ly discovered copy indicate that the original scrolls were 
produced just as the K

anô school w
as constructing the narrative pictorial 

m
ethod to be used in its handscrolls, and this new

ly established style w
as 

based on the visual vocabulary seen in earlier handscrolls.

　

G
iven the im

portance of this new discovery for the study of K
anô 

handscrolls, this article presents interpretations and transcriptions of the texts 
and scenes, along with reproductions of all picture sections.

　

Key W
ords :  K

anô M
otonobu, K

uram
a-dera

（K
uram

a-gai-ji

）, origins of 
shrines and tem

ples, illustrated handscrolls, copy
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【表1】現状上巻　法量表（単位：cm）
上巻

紙 縦 34.0

紙数 復原案 横 備考
見返し 38.2

第 1紙 上─1詞 a 17.7

第 2紙 上─1詞 b 24.2

第 3紙 上─1詞 c 23.7

第 4紙 上─1詞 d 3.8

第 5紙 上─1絵 a 26.9

第 6紙 上─1絵 b 27.2

第 7紙 上─1絵 c 26.8

第 8紙 上─1絵 d 26.9

第 9紙 上─1絵 e 26.3

第 10紙 上─1絵 f 27.0

第 11紙 上─1絵 g 27.1

第 12紙 上─1絵 h 26.6

第 13紙 上─1絵 i 26.8

第 14紙 上─1絵 j 27.0

第 15紙 上─1絵 k 27.1

第 16紙 上─1絵 l 27.2

第 17紙 上─1絵 m 27.3

第 18紙 上─1絵 n 3.9

第 19紙 上─2詞 a 23.5

第 20紙 上─2詞 b 24.2

第 21紙 上─2詞 c 24.2

第 22紙 上─2詞 d 24.2

第 23紙 上─2詞 e 24.4

第 24紙 上─2詞 f 21.6

第 25紙 下─2絵 a 26.9

第 26紙 下─2絵 b 27.2

第 27紙 下─2絵 c 14.2

第 28紙 下─4詞 a 17.7

第 29紙 下─4詞 b 23.2

第 30紙 下─4詞 c 14.6

第 31紙 下─5絵 a 27.4

第 32紙 下─5絵 b 27.4

第 33紙 下─5絵 c 27.4

第 34紙 下─5絵 d 27.2

第 35紙 下─5絵 e 26.7 第 50紙に続く絵あり
第 36紙 下─3詞 a 23.3

第 37紙 下─3詞 b 9.6

第 38紙 下─1絵 a 26.2

第 39紙 下─1絵 b 26.1

第 40紙 下─1絵 c 27.1

第 41紙 下─1絵 d 25.4

第 42紙 中─6詞 a 8.0

第 43紙 中─6詞 b 23.9

第 44紙 中─6詞 c 24.2

第 45紙 中─6詞 d 23.6

第 46紙 中─6詞 e 23.2

第 47紙 下─2詞 a 6.8

第 48紙 下─2詞 b 23.8

第 49紙 下─2詞 c 5.8

第 50紙 下─5絵 f 26.4 第 35紙より続く
第 51紙 下─5絵 g 27.2

第 52紙 下─5絵 h 27.3

第 53紙 下─5絵 i 27.5

第 54紙 下─5絵 j 27.2

第 55紙 下─5絵 k 17.8

第 56紙 下─1詞 a 15.3

第 57紙 下─1詞 b 23.8

第 58紙 下─3絵 a 26.5

第 59紙 下─3絵 b 27.2

第 60紙 下─3絵 c 27.0

第 61紙 下─3絵 d 20.3

第 62紙 中─5詞 a 23.8 山口県本欠損部
第 63紙 中─5詞 b 23.8 山口県本欠損部
第 64紙 中─5絵 a 26.9

第 65紙 中─5絵 b 26.7

第 66紙 中─5絵 c 26.9

第 67紙 中─5絵 d 26.2

第 68紙 下─4絵 a 26.2

第 69紙 下─4絵 b 26.8

第 70紙 下─4絵 c 26.8

第 71紙 下─4絵 d 21.7

第 72紙 奥書 a 14.0

第 73紙 奥書 b 21.4

第 74紙 奥書 c 6.9

第 75紙 奥書 d 9.8

全長 1742.1

【凡例】
・○─□詞 aの表記は第○巻第□段の詞書 aを示す。
・料紙のつながりについてはアルファベット順とし巻
頭に近いほうから、a→b→c→d→…とする。

【備考】
・同一段が切り離されたのは、下巻第五段の絵の部分
である。

　当該段の絵は全 11紙からなるが、現状では、現状上
巻第 35紙の後ろに、他段の詞書と絵が入り、上巻
残りの部分が第 50紙から第 55紙まで配されている。
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【表2】現状下巻　法量表（単位：cm）
下巻

紙 縦 34.0
紙数 復原案 横 備考
見返し 38.5
第 1紙 上─2絵 a 26.4
第 2紙 上─2絵 b 27.1 山口県本欠損部
第 3紙 上─2絵 c 26.2 山口県本欠損部
第 4紙 上─2絵 d 27.4 山口県本欠損部
第 5紙 上─2絵 e 27.2
第 6紙 上─2絵 f 26.6
第 7紙 上─2絵 g 16.8
第 8紙 上─2絵 h 26.9
第 9紙 上─2絵 i 27.1
第 10紙 上─2絵 j 27.3
第 11紙 上─2絵 k 27.5
第 12紙 上─2絵 l 20.7
第 13紙 上─3詞 a 21.6
第 14紙 上─3詞 b 24.4
第 15紙 上─3詞 c 24.2
第 16紙 上─3詞 d 23.7
第 17紙 上─3詞 e 24.3
第 18紙 上─3絵 a 27.2
第 19紙 上─3絵 b 27.2
第 20紙 上─3絵 c 26.8
第 21紙 上─3絵 d 27.2
第 22紙 上─3絵 e 27.0
第 23紙 上─3絵 f 27.3
第 24紙 上─3絵 g 27.2
第 25紙 上─3絵 h 5.3
第 26紙 上─4詞 a 23.4
第 27紙 上─4詞 b 16.8
第 28紙 上─4詞 c 23.6
第 29紙 上─4絵 a 26.6 山口県本欠損部
第 30紙 上─4絵 b 27.1 山口県本欠損部
第 31紙 上─4絵 c 26.9
第 32紙 上─4絵 d 22.0
第 33紙 中─1詞 a 19.2
第 34紙 中─1詞 b 23.6
第 35紙 中─1詞 c 24.2
第 36紙 中─1詞 d 7.4
第 37紙 中─1絵 a 26.4
第 38紙 中─1絵 b 26.2
第 39紙 中─1絵 c 26.1
第 40紙 中─1絵 d 24.7
第 41紙 中─1絵 e 27.3
第 42紙 中─1絵 f 27.4
第 43紙 中─1絵 g 27.4
第 44紙 中─1絵 h 21.3
第 45紙 中─2絵 a 26.9
第 46紙 中─2絵 b 26.0

第 47紙 中─2絵 c 26.7
第 48紙 中─2絵 d 23.0
第 49紙 中─3絵 a 26.7
第 50紙 中─3絵 b 27.3
第 51紙 中─3絵 c 26.7
第 52紙 中─3絵 d 27.3
第 53紙 中─3絵 e 26.4
第 54紙 中─3絵 f 19.9
第 55紙 中─3絵 g 27.0
第 56紙 中─3絵 h 21.7
第 57紙 中─3詞 a 21.7
第 58紙 中─3詞 b 23.6
第 59紙 下─5詞 a 15.7
第 60紙 下─5詞 b 22.1
第 61紙 中─4詞 a 8.6
第 62紙 中─4詞 b 23.9
第 63紙 中─4詞 c 5.1
第 64紙 中─2詞 a 23.3
第 65紙 中─2詞 b 10.4
第 66紙 中─6絵 a 26.6
第 67紙 中─6絵 b 26.7
第 68紙 中─6絵 c 26.7
第 69紙 中─6絵 d 26.6
第 70紙 中─6絵 e 26.3
第 71紙 中─6絵 f 16.2
第 72紙 中─6絵 g 26.4
第 73紙 中─6絵 e 26.1
第 74紙 中─5絵 a 25.4
第 75紙 中─5絵 b 26.4
第 76紙 中─5絵 c 26.7
第 77紙 中─5絵 d 27.3
第 78紙 中─5絵 e 26.6
第 79紙 中─5絵 f 12.6
第 80紙 中─4絵 a 25.5
第 81紙 中─4絵 b 25.8
第 82紙 奥書 a 1.0
第 83紙 奥書 b 24.5
第 84紙 奥書 c 15.9
第 85紙 奥書 d 6.0

全長 2012.0

【凡例】
・○─□詞 aの表記は第○巻第□段の詞書 aを示す。
・料紙のつながりについてはアルファベット順とし巻
頭に近いほうから、a→ b→ c→ d→…とする。
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